
 
 
 

下伊那郡町村会の提言への対応について 
 

下伊那郡町村会の提言を契機に、それぞれの地域の実情に即した「市町村と県との協働体制」を
構築するとともに、地域に軸足を置いた「県の組織（機関）のあり方」を検討し、その成果を全県
に広げていく。（平成１７年度の組織改正に反映させる） 
 
１ 基本的な考え方 
・地域の実情に応じた実効性あるプランを迅速に策定する 
ため、希望する町村と県が共同して実施する。 
・地域の具体的な課題の解決を目指し、検討する中から見い 
出された「新しいシステム」を他の地域にも広げていく。 

２ 検討体制…「提言」の内容に応じた検討体制とする。 
 
           
           
                 協 働 
            

（町村の地域課題に応じて、希望する専門チームに参画する。） 
 
 
       （専門チーム）                      【支援担当部局】 

                                            行政システム改革Ｔ 

          

                                      

             

                                                                         教育振興課 

        

                                      

         

                                     危機管理室 

        

※チーム編成 
町村職員、町村派遣県職員、下伊那管内の現地機関（地事、建設、保健所、教事、
農改、試験場、病院等）の職員、本庁舎職員によるプロジェクトチームとする。 
（必要に応じて、地域住民、関係団体、ＮＰＯ等に参画を求める） 

          ・地域振興戦略会議は、専門チームリーダーで構成し、事務局は下伊那地方事務
所総務課企画振興係（地域改革推進担当）に置く。 

          ・各専門チームにリーダーと事務局を置き、必要に応じて分科会を設ける。  
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町村事務サポートチーム 

町 村 連 合 チ ー ム 

学校運営のあり方チーム 

観 光 活 性 化 チ ー ム 

広 域 防 災 チ ー ム 

地域振興局、県職員駐在員制度、県現地機関の
連携等の検討 
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事務の共同処理、町村連合等の検討 

地域における中高一貫教育のあり方、運営方法、
学校事務、栄養職員等のあり方等の検討 

広域観光、特産品のブランド化等の検討 

災害時における関係機関の連携及び防災体制の
強化等の検討 

知    事 

・行政システム改革チーム 
・人事活性化チーム 
・財政改革チーム 
・市町村課、まちづくり支援室 
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